
 

 

 

 

 

 

 皆さんこんにちは、少し遅くなりましたが、

令和６年度の全肢長通信の第１号です。 

 ９月も半ばを過ぎましたが、暑い日が続い

ています。 

 石川県能登地方には、記録的な大雨による

被害がありました。まだ、能登半島地震から

の復興の途上にも関わらず、大きな打撃とな

ってしまいました。心からお見舞い申し上げ

ます。 

 

 

 

第６７回全国肢体不自由特別支援学校

PTA 連合会総会および PTA・校長会合同研

究大会「石川大会」が、去る８月１９日（月）、

２０日（火）の日程で開

催されました。 

 開催にあたっては、

能登半島地震の影響が

心配されましたが、石

川県に集まり語り合う

ことで、参加者も元気をもらいました。 

 ６つの分科会では、

それぞれのテーマで

活発な意見交換がで

き、自分の地域との

違いを感じることが

できました。 

 ２日目の会員研修では、能登半島地震の際

の医療的ケア児の避難の様子や地域の医療コ

ーディネーターの活躍等について、いしかわ

医療的ケア児支援センターの方から具体的な

お話をいただきました。 

 素晴らしい大会を運営していただいた主幹

校の石川県立いしかわ特別支援学校杉江校長

先生はじめ担当の皆さんに感謝申し上げます。 

 

 

 五者懇談会とは、文部科学省、国立特別支

援教育総合研究所、全国特別支援教育推進連

盟、全国特別支援学校長会、全国特別支援学

級・通級指導教室設置校長協会の５つの団体

が一堂に会して、我が国の特別支援教育につ

いて意見交換する懇談会です。例年８月下旬

に開催されています。 

 今回は、文部科学省から行政説明として次

項で御案内する次年度予算の概算要求の概要

についてお話がありました。 

 

 

 

 初等中等教育全般に関する事項と特別支援

教育に関する事項の概要について要点を挙げ

ます。 

 詳細は、文部科学省の HP に公表されてい

る資料を御確認ください。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan

/r01/1420668_00002.html 

＜初等中等教育全般＞ 

○ 学校における働き方改革の更なる加速化、

教師の処遇改善、学校の指導・運営体制の

充実、教師の育成支援の一体的な推進 

• 教職調整額の改善､学級担任や管理職へ

の手当の充実、 小学校中学年への教科担任

制の拡充・若手教師支援､中学校生徒指導担

当教師の配置拡充、小学校 35 人学級の計

画的な整備等 

○ GIGA スクール構想の着実な推進と学校

DX の加速 

○ 誰一人取り残されない学びの保障に向け

た不登校、いじめ対策等の推進 

○ 日本語教育・外国人児童生徒等への教育等

の充実 
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＜特別支援教育＞ 

○ 医療的ケアが必要な児童生徒等への支援 

・医療的ケア看護職員の配置（拡充） 

・学校における医療的ケア実施体制整備事

業（拡充） 

○ 発達障害のある児童生徒等への支援 

・発達障害のある児童生徒等に対する支援

事業（拡充） 

○ インクルーシブ教育システムの更なる推

進 

・インクルーシブな学校運営モデル事業 

○ ICT を活用した指導の充実 

 ・ICT を活用した障害のある児童生徒等に

対する指導の充実 

○ 特別支援教育の指導等の充実 

・聴覚障害教育の充実事業 

・外部専門家の配置等（拡充） 

 

 
 

 

 

令和６年度 全国特別支援学校肢体不自由

教育児童生徒病因別調査の実施についてです。 

すでに、各ブロックで本調査について御案

内をいただいていると思います。 

本調査は、肢体不自由校における全国的な

病因別調査、医療的ケアの状況を全体的に捉

えるもので、この規模で例年実施しているも

のは他にありません。全肢長会としては、調

査結果を文部科学省と共有するとともに、肢

体不自由教育の充実に向けて、課題を整理し

ていきたいと考えています。お忙しいところ

恐縮ですが、ぜひ御協力をお願いします。 

締め切りは令和６年 10 月 11 日（金）です。

各都道府県集計担当校へ送付してください。 

 

 

 

 『授業力向上シリーズ』No.12 の編集作業

が大詰めを迎えています。11 月の全肢研（熊

本大会）の会場で、お手に取っていただきた

いと思います。 

 今回の No.12 は、経験豊富なベテラン教員

が退職を迎え、若手教員や他校種から異動し

てきた教員が増えている中、特別支援教育に

関わる教師の専門性の向上が国全体の課題で

す。このことを踏まえ、全肢長会として継承

すべき肢体不自由教育の知識・技能を取りま

とめ、各校での人材育成に活用してもらうこ

とを目指しています。 

 特に、経験の浅い教員が悩んでいる、障害

が重度の児童・生徒にどのように対応したら

よいのか、教科の授業はどのように計画して

いったらよいのか、などに応える資料が必要

です。そのため、自立活動と各教科の関連に

ついて分かりやすく、実践事例を通して具体

的なポイントを示すものとなるようにしてい

きます。理論編の執筆や実践事例へのコメン

トの担当は、国の肢体不自由教育を担ってい

る豪華な顔ぶれです。御期待ください。 

 

 

 

第７０回全国肢体不自由教育研究協議会熊

本大会が、令和６年 11 月 13 日（水）、14

日（木）、15 日（金）の 3 日間熊本県で開催

されます。 

 ここで交わされる議論は、肢体不自由教育

に携わる教員の専門性の向上と日々の授業の

充実に資するものです。参加者のスキルアッ

プはもちろんですが、学校に帰ってから校内

での周知も図っていただけると若手教員の育

成にも繋がります。 

 熊本でお会いしましょう。 

令和６年度 病因別調査の実施について 

授業力向上シリーズの発刊に向けて 

第 70 回全肢研熊本大会 


